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 本研究は大きく次の 3 点について評価できる。 
 1 点目は、障害児の親としての家族の視点ではなく、従来重要視されてこなかった一人の
女性としてのアイデンティティの危機に対してアプローチしたプログラムを開発したこと
であり、かつその有効性を示したところである。発達障害児への対処技法を親が習得するペ
アレント・トレーニングとは別に、個としての女性支援の内容を盛り込むことで、このプロ
グラムに参加した母親は全員が、個人としての自己と母親としての自己との間の葛藤から統
合のプロセスを円滑に進めることができることを明らかとした。 
 2 点目は、母親支援プログラムの効果検証について、母親の子どもへの対処スキルの向上
や養育ストレスの軽減といった母親側面だけに着目しているのではなく、実際に子どもの発
達指数や行動問題の頻度・程度の変容に寄与したのかについても評価したところ、また保育
士に対しても日々の保育園での生活にどのように変化があったのかという社会的評価をと
っていることである。このような多角的な評価で、ペアレント・トレーニングを含めた従来
の母親に対する育児指導のアプローチを実証的に示した研究は多くなく、これからの家族
（母親）支援研究の実践モデルを提示したといえる。 
 3 点目は、これまでのソーシャルサポート研究にはなかった、ソーシャルサポート源の一
つとしてソーシャルネットワークサービス（SNS）を加えて、障害児の母親のソーシャルサ
ポートの活用実態とその効果を検証している点である。教育情報学的観点からもオリジナリ
ティの高く重要な知見をもたらした。 
 他方、いくつかの課題も指摘されている。1 点目は家族支援という点から見た際に、重要
な家族成員である父親へのアプローチも必要であろうということである。2 点目はプログラ
ム参加のハードルの高さである。母親が有職者である、開催地が遠いなどの物理的・環境的
な問題だけでなく、参加することは自子の障害を認識しなければならないという心理的ジレ
ンマを伴うため、参加を勧奨する際には、ていねいなカウンセリングや個別支援も並行して
必要と考えられる。 
 しかしながら本論文は、自閉症スペクトラム幼児の「母親支援プログラム」の開発と効果
を明らかにするとともに、母親支援の新しい方向性を示しており、論文のねらいはほぼ達成
されていると判断され、博士論文としての水準を充足していると審査委員会では判断した。 
 よって、本論文は博士（教育情報学）の学位論文として合格と認める。 
